
作   品 名  前 学  校 学年

ひまだからテレビを見てたらお姉ちゃんが自てん車のろうとさそってくれたよ 坂部磨心 稚内市立上勇知小学校 2

野原でねねころんでたら花一つさいていたんだなんだかうれし 森田美沙季 函館三育小学校 3

春の花かわいいお花咲いてるねこれからもっと咲かせるからね 松本風香 知内町立湯ノ里小学校 3

国語のねテストで百点ほめられただけどほんとは自信まんまん 高橋奈々 札幌市立緑丘小学校 3

わらい、なき、おこり、よろこび、またわらうぼくがいるのはきみがいるから 浅野目憲太 真駒内公園小学校 3

泣いていた私をはげます友の声いつも笑顔でいられるひみつ 榊原さくら 福島町立福島小学校 4

朝ごはんいつも同じのことなのに家族そろうとなぜかうれしい 阿部瑞稀 札幌市立太平南小学校 4

運動会勝つか負けるかわからないゴールを目指し必死で走る 岡部彩香 遠軽町立生田原小学校 4

ねていたら顔がいたくてはとおきる顔をあげたら弟の足 竹川徳之丞 北見市立東相内小学校 4

投手やり初めて投げる一球目はりきりすぎた大ぼう投 石本稜 中標津町立計根別小学校 4

たのしみはいとことあって遊ぶこと自転車に乗って風をきる時 京谷永遠 留寿都小学校 6

父さんと海に行ったよ朝三時はじめてつったカレイがにげた 山﨑龍生 函館市立千代田小学校 4

スーパーで大きなほっけ買ってきたでかいわりにあじはうすいぞ 千葉丈翔 函館市立千代田小学校 4

お母さん仕事がんばるすがた見て私もやりたい会社の仕事 菅原歩 函館市立本通小学校 4

スキーでねカーブをしたとき雪光りわたしの目の前輝いた 伏木暉 富良野市立富良野小学校 4

日曜日家族とともにデパートへ帰りの夕日あめ玉みたい 東響生 函館市立戸井西小学校 6

緑がね大きな森にあったのに三色になりはらはらとちる 小原めい 網走市立呼人小学校 4

アイス食べトウキビ食べて気付いたら短い夏ももう終わりかな 池野広哉 札幌市立大谷地小学校 6

スイカ割り割ったスイカを食べてみたいつも以上に甘くかんじた 原田楓香 札幌市立大谷地小学校 6

いけるのか嵐のライブ今年こそもし行けたならサイコ―だよね 飯田美和 千歳市立末広小学校 6

青い海水色の空白い雲夏が来たなと感じる景色 薦田歩美 千歳市立末広小学校 6

家庭科の野菜炒めを家でやり母の仕事の苦労を知った 遠藤はるか 千歳市立末広小学校 6

運動会今年最後の騎馬戦で三人ぬいてやったな私 片岡まりあ 千歳市立末広小学校 6

雪とけて道路ぐちゃぐちゃいやだけど花の芽が見え春を感じる 佐藤美優 千歳市立末広小学校 6

たのしみは、天気の良い日ともだちと自転車に乗り遠く行くとき 茂田ひかり 札幌市立石山東小学校 6

夏の夜年に一度の大花火家族なかよく見あげる夜空 高屋亜弥音 札幌市立山鼻小学校 5

おにぎりと高校生から言われたよ。母に報告大ばくしょう 平沢龍司 滝川市立滝川東小学校 4

うれしいなできないことができた時友と仲良く話してる時 齋藤愛菜 札幌市立上野幌西小学校 6

森の中一頭のしか走ってるぼくも一緒に走り回りたい 林航平 札幌市立鴻城小学校 6

暑い日に家にでてきたせんぷうき顔を近づけあああとさけぶ 平塚裕輝 札幌市立鴻城小学校 6

ひさしぶりそふぼに会えてうれしいないつもの感謝いつかかえすね 日尾駿介 旭川市立啓明小学校 5

たのしみは落ち込む君に声かけて私の言葉で元気になるとき 山下華歩 札幌市立上野幌東小学校 6

片づけをやれとおこられなまいきに返事をしたらまたおこられた 遠藤愛弓 札幌市立上野幌東小学校 6

暑い夏ジャリジャリジャリとかき氷シロップたっぷり甘さマックス 宮崎一聡 札幌市立上野幌東小学校 6

たのしみは半紙を広げすみをつけ「さっ」と一書うまくいく時 品川こと 札幌市立上野幌東小学校 6

たのしみは犬といっしょにあそんでてしゃべりかけるとつうじあう時 伊藤彩七 札幌市立上野幌東小学校 6

日ハム戦初体験の大声援サヨナラ勝ちでねむ気ふっとぶ 佐藤武 札幌市立円山小学校 6

関西のギラギラ暑さに勝てませんラップフィルムをまいたみたいだ 高倉実桜 札幌市立円山小学校 6

攻げき中バットに夢のせ気持ち入れ相手の気持ちに勝ったらヒット 和久井達也 札幌市立円山小学校 6

部屋の中小さな明かり大きくてしずかな夜を一人かんじる 廣田恵子 札幌市立円山小学校 6

夏休み父が退院安心し家族揃ってさあ乾杯だ 薮崎倭 札幌市立円山小学校 6

さっぽろからさくらんぼとどいてはこあけた赤いほうせき光っていたよ 本咲 浦臼町立浦臼小学校 4

流れ星あっというまにきえるけどねがいたくさん言えますように 佐藤豪基 函館市立高丘小学校 4

そうめんに庭で育てたミニトマトあいしょうもよく夏にぴったり 飯塚星衣来 函館市立高丘小学校 4

そろばんでしけんうかって合格だしょうじょうもらって涙がでそう 井上愛彩 恵庭市恵み野小学校 4

公園に赤いもみじがまいおちる空も夕日で赤一色だ 近藤琉偉 恵庭市恵み野小学校 4

雨上がり地面かわいてサッカーだ男子が一気に飛び出ていく 荒沢好香 階上町立大蛇小学校 6

ラフティング協力しあって前進むきずなをふかめてベストスマイル 金子瑠稀斗 札幌市立羊丘小学校 6

楽しみはとんがりえんぴつ使ったらちょっときれいな文字を書く時 宮地叶 札幌市立羊丘小学校 6

たのしみは宿題やれと母がいうもうおわったとじまんする時 田中太一 札幌市立伏見小学校 6

たのしみは姉と一緒にお出かけしおしゃべりしながら買い物する時 吉村すみれ 札幌市立伏見小学校 6

たのしみは新雪積もる雪の中足あとつけて笑い合う時 菅又麻衣 札幌市立八軒小学校 6
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サッカーでボールをけったどろ試合ボールはとまりくつはぐちゃぐちゃ 坪田章吾 札幌市立八軒小学校 6

ひまわりがこっちをむいて笑ってる私たちこそ笑ってかえす 渡辺みるる 札幌市立八軒小学校 5

涼風にそよそよ動く青田かなその美しさ心安らぐ 島本則光 札幌市立八軒小学校 5

海の空カモメたくさん飛んでいてその空の下みんなが泳ぐ 岡田愛海 札幌市立八軒小学校 5

たのしみは家族みんなでバーベキュー肉をジュージュー焼いて食う時 三浦颯斗 室蘭市立高砂小学校 6

たのしみはあっつい夜に妹とガリガリ君を食べつくすとき 斉藤美央菜 室蘭市立高砂小学校 6

盆休みいとこあつまり祖父の家いつもおなじみトランプあそび 工藤祐奈 室蘭市立高砂小学校 6

夏になりセミの命が生まれ来る大切にすごすのこりの期間 春日美咲 浜中町立霧多布小学校 4

雨の中今日は祭りと盆おどり何年ぶりにゆかた着たかな 鈴木佑奈 札幌市立札苗北小学校 6

かきごおり早食いすると目がくらむ頭がんがん体ひえひえ 米山愛乃 札幌市立札苗北小学校 6

暑い日は猫がぐったり夏バテだ肉球さわると汗をかいている 中井悠弥 札幌市立札苗北小学校 6

カミナリがとつぜんおちてひかってていっしゅん体がかたまる自分 小倉優姫 札幌市立札苗北小学校 6

ザリガニの死んだふりがうますぎていつもおれがだまされている 石黒晴人 札幌市立札苗北小学校 6

友達の笑顔をみていると自然とね私も一緒に笑顔になれる 新井穂佳 札幌市立札苗北小学校 6

大空にはばたく鳥を見ていたら自分も空に飛びたくなった 須藤大輝 札幌市立札苗北小学校 6

だんだんと変わっていくのが思春期だどんな子だった？昔の私は 後藤璃乃 札幌市立札苗北小学校 6

しょっぱいなうきわに乗ってながされた空はまっさおかもめがわらった 及川鈴実 江別市立角山小学校 4

初めての汽車に乗って出かけたよドキドキしたよ夏の思い出 村上知夏 美幌町立美幌小学校 6

病室で友達からの手紙見る今気づいたよほんとの幸せ 村山瑞季 別海町立別海中学校 2

父さんの笑った声は2つあるアハハとガハハ似ちゃった私 古川智洋 新得町立新得中学校 2

開発が進むにつれて木々達は言葉はっせず最後の時まつ 齋藤悠 新得町立新得中学校 2

足裏に伝わる大地の感触よ石はゴロゴロ泥はグチャグチャ 宮下奈緒子 札幌市立白石中学校 2

目かくしではだしの道を歩きけり地球の声がさらに聞こえる 酒井夕貴 札幌市立白石中学校 2

夏の夜祭りで君を見かけると大きな花火が空に輝く 神長輝 釧路市立景雲中学校 2

子ギツネが春の芽吹きを見るためにおろるおそる前足出した 石川はな 釧路市立景雲中学校 2

舞台袖指が震えるコンクール気を引き締めていざ戦場（ステージ）へ 沖咲里依 釧路市立景雲中学校 2

べっこうあめすかしてみれば空の花さらりはじける夏の日の夜 末松芽生 釧路市立景雲中学校 2

振り向けばいつも後ろに誰かいる支えてくれる家族の絆 森川永遠 釧路市立景雲中学校 2

ドリブルの音が聞こえる体育館覗いて見ると努力家一人 藤山純輝 釧路市立景雲中学校 2

夏の空花火がきれいきらきらと隣を見たら君を見つけた 中村糧汰朗 釧路市立景雲中学校 2

友達の太陽みたいなあの笑顔見る度いつも元気をもらう 若松萌乃香 釧路市立景雲中学校 2

星空に君への思い浮かべてる届かぬ思いただ流れてく 清藤優衣 釧路市立景雲中学校 2

お父さん携帯着信初音ミク車の外もボカロが多し 財原享紀 釧路市立景雲中学校 2

気がつけばいつもとなりにハードルが。悪くはないな、陸上人生。 村岡柊有 釧路市立景雲中学校 2

両親へありがとなんていえなくて働く背中切なく見ていた 小笹れいか 登別市立西陵中学校 2

友達の思ってる事はわからないでも信じる事はできるよね 千葉梨乃亜 登別市立西陵中学校 2

おれはおれおまえはおまえきみはきみいっしょにするなみんなちがうよ 原田耕太 訓子府町立訓子府中学校 2

ミスしても声をかけ合い助け合いそんなチームになれるといいなぁ 八鍬朱里 訓子府町立訓子府中学校 2

祈っても後悔してもおそいんだ気付けなかった君のなみだに 山内ももか 訓子府町立訓子府中学校 2

一瞬の夜空を走る流星に慌てて願う受験合格 中川奈美 当別町立弁華別中学校 3

嬉しいとおとをかなでる悲しいとひかりをのこす優しい花火 松尾一希 鷹栖町立鷹栖中学校 3

夏休み宿題なんてなんのその遊んでなんぼこの夏休み 中村柊太 函館市立桔梗中学校 2

生きるため力のかぎり鳴き続け思いを残し消えてゆくセミ 加藤舞華 函館市立桔梗中学校 2

雨の中懸命に鳴くセミ達をあわれに思う自分が嫌い 本間悠矢 函館市立桔梗中学校 2

祖父が死に悲しみくれるおばあちゃん笑っているがその目は赤い 石田宇京 函館市立桔梗中学校 2

朝つゆが光り輝く草むらを今日もかけ行く友の待つ元 工藤桃花 函館市立桔梗中学校 2

夏休み食べたい飲みたい遊びたい宿題なんてやっているひまがない 田中憲吾 大空町立女満別中学校 2

「おはよう」と君に言えずにもどかしいせっかく早く朝起きたのに 中島小百合 伊達市立伊達中学校 2

帰り道一つの影が増えていきにぎやかになる家までの時間 佐藤優力 伊達市立伊達中学校 2

隣に居る優しい君にこの思いいつになったら伝えられるか 長谷佳奈子 伊達市立伊達中学校 2

大好きなみんなと過ごしたあの時間（とき）は私にとってのタカラモノだね 伊藤琴音 伊達市立伊達中学校 2

誰よりもかがやいている君みるとぼくもキラキラかがやける気がした 上田真聖 伊達市立伊達中学校 2
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朝早くめざめていそぐ玄関へそこには何かがまっているから 山下陽地 伊達市立伊達中学校 2

ごめんねと君フラれて悲しいが「ジョーダンだし」と強がるぼく 秋田峻太郎 伊達市立伊達中学校 2

草刈り機バリンバリンと音をたてただよってくる草の香りが 斉藤航樹 寿都町立寿都中学校 2

理想どおりの自分になれなくて砕けそうになる拳とこころ 佐藤一希 寿都町立寿都中学校 2

帰り道友と並んで帰るとき別れ道では立ち止まる 諏訪間都生 富良野市立樹海中学校 3

「ただいま」と言えば必ず「おかえり」と返してくれる家族に感謝 廣岡千怜 札幌市立平岡中央中学校 1

パティシエになりたいいつかその夢がいつかかなうと信じていたい 竹林未祐 札幌市立澄川中学校 3

飛び込んで大きく響く水の音その水を切りゴールをめざす 武林彩佳 札幌市立澄川中学校 3

振り抜いた手元に残るいい感じ「ナイスショット」の掛け声響く 本田洸汰 札幌市立澄川中学校 3

庭先で春が来るのが待ちきれずわれ先に咲くクロッカスの花 渡辺英里香 札幌市立澄川中学校 3

帰り道周り気にしてコンビニへアイス片手に全力疾走 中泉青葉 旭川市立東鷹栖中学校 2

ホースから出てくる冷たい水しぶき虹ができたとあなた笑う 小暮柚葉 旭川市立東鷹栖中学校 2

夏休み母のふるさと帰るたび思い出される祖父の微笑み 石貫令佳 旭川市立東鷹栖中学校 2

ドアあけるその瞬間に耳通るシンとした音朝の教室 千葉眞理 藤女子中学校 2

もらうこと与えることをてんびんにかけ品定めする誕生日 本見杏奈 藤女子中学校 2

早朝に冷たき雪が舞い降りて積らず消える小さき命 谷口侑子 厚沢部町立館中学校 2

悔いはない言った背中が震えつつあふれる涙努力の証 新谷浩晃 北海道教育大学附属函館中学校 2

短冊に学業成就の文字踊るホントの願いは書けるはずもなし 菅澤由佳子 立命館慶祥中学校 3

少しずつなくなっていく二人の溝やっと笑えた昔のように 皆上椎菜 北見市立小泉中学校 1

「死ね消えろ」そんな言葉が破壊した友の心に涙あふれる 冨田悠介 北見市立小泉中学校 2

ケンカして「ごめんね」一言言ったあと世界がこんなにキラキラしてる 熊谷優香 北見市立小泉中学校 2

リア充になっているものくたばれと胸では思い口には出さず。 石塚真斗威 木古内町立木古内中学校 2

届きそう腕をのばせばあと少しでも届かないキミのところに 細野奈央 橋本市立紀見北中学校 2

審判のプレイボールの声きくとマウンドに立つ足がふるえる 金子翔大 橋本市立紀見北中学校 2

下向かず前むけ自分歩き出す未来につづく光の方へ 鹿山真実子 橋本市立紀見北中学校 2

白い雲広い大空迷ってる風に流れて右へ左へ 三角双葉 当別町立当別中学校 2

みつめてたそしたら君と目があったそう思うのは私だけかな 久保黎佳 当別町立当別中学校 2

後輩に言ってることと同じこと親に言われて落ち込む自分 渋谷かずは 当別町立当別中学校 2

ばあちゃんとさんぽにいったばあちゃんのあるきにあわせゆっくりと 佐藤勝利 南富良野町立南富良野中学校 1

戦争と今を見ている旭橋八十年の時をこえて 阿部滉平 旭川市立広陵中学校 2


